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世界へのプレゼントになろう 

 

 

◆  SPECIAL REPORT ◆  
 

R.I.D.2750 Chiyoda & Pacific Basin Group 

 The Rotary Club of 

TOKYO SUNRISE SHIODOME  
 

2015-16 年度  会長  梅澤武男  

クラブテーマ「奉仕を実践しロータリーを楽しもう」  

 

東京サンライズ汐留ロータリークラブ 

◆第 2750 地区ガバナー：水野  功  地区テーマ「未来に向けてロータリーの心と原点を大切に」  

 

◆会長：梅澤武男  ◆幹事：湯川愛里  ◆副会長：愛知とし子【発行責任者】梅澤武男  

【創立】 2014 年 10 月 15 日  【例会日】毎週木曜日 12： 30～ 13： 30 【例会場】ロイヤルパークホテルザ汐留  

〒 160-0022 東京都新宿区新宿 7-27-45 鈴木ビル 402 / TEL:03-6273-9030 / FAX:03-6413-1775 
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特別増刊号 2015 ボランティア活動 #1 
 

東日本大震災復興支援プロジェクト「閖上の記憶」 
支援内容：復興工事のより建物移転に伴い給湯設備及び外装工事の支援 

 

目録授与式【日時】2015 年 9 月 26 日（土） 【場所】『閖上の記憶』 

【出席者】梅澤武男会長/愛知とし子副会長/鹿島孝夫会員/志村堅二会員/山本好文会員/立堀佳男会員 

 

【閖上の記憶とは？】東日本大震災により、壊滅的な被害を受けた宮城県名取市閖上地区。閖上中学校では 14 名 

の生徒が津波の犠牲となった。2012 年 3 月 11 日に閖上中学校遺族会により閖上中学校敷地内に慰霊碑を建て、 

桑山紀彦氏が代表を務める「地球のステージ」は日本国際民間協力会と協力をし、慰霊碑近くの「閖上の記憶」を 

建立。慰霊碑を守りながら、地元で被災された方々が語り部や案内人として、震災や「いのちの大切さ」を伝える 

取り組み、特に次世代を担う子どもたちへの震災学習を積極的に行っています。 
 

       
津波の様子を写真で説明        閖上地区の説明        『閖上の記憶』小斎館長 

 

       
目録の贈呈             記念写真            寄贈額を飾る桑山様 

 

       
石碑の説明        震災の頃とほぼ変わらない海        津波で残った神社



 

 

東京サンライズ汐留ロータリークラブ 

S P E C I A L  R E P O R T 

 

       
津波の高さを示すモニュメント      『閖上の記憶』 全景      津波の時刻で停まっている時計 

                                   取り壊しの決まった【閖上中学校】 

  

  
閖上中学校裏 

復興はまだまだ先です。 

 

≪みなと区民まつり≫ 
 

【日時】2015 年 10 月 10 日（土），11 日（日） 【場所】 

【出席】10 日：立堀佳男実行委員長，岩田美智恵会員，志村堅二会員，田邊英一会員，熊谷行裕会員 

山本直道会員，江畑要会員，山本教夫会員  

    11 日：立堀佳男実行委員長，梅澤武男会長，湯川愛里幹事，鹿島孝夫会員，山岡由佳会員 

山本好文会員，𠮷田勝重会員 

 

みなと区民まつりのロータリークラブブースにメンバーでお手伝いしてきました。 

初体験の会員も多かったのですが、これを経験に次回はもっと来場者に喜んで貰うことが出来るでしょう！ 

 

       
初日 10 日朝の集合写真      みなと区民まつり会場の様子        賞品を並べて 

 

       
二日目 11 日朝の集合写真         港区区長と           吉田会員  梅澤会長 

                                     山本(好)会員  山岡会員 

 

みなと区民まつりのお手伝いありがとうございました。鹿島会員により作成された『閖上の記憶』プロジェクト 

のパネルが素晴らしいものでした。                  社会奉仕委員会 立堀佳男委員長 

閖上の街の震災前と後の姿、その後の復興への経緯や行政の補助金のあ

り方、復興のスピードがいかに大切か、また今後の運営に行政の補助金

がなくなることなどを発起人の桑山氏から学びました。 

その後、「閖上の記憶」の小斎正義館長自らによる「語り部」の活動、慰

霊碑、取り壊しの決まった閖上中学校などを視察し、被災者の体験を肌

で感じました。津波で亡くなられた方のご遺族・災害に合われた地域住

民の心のケア、全世界から来る来所者、次世代を担う子どもたちが震災

を学ぶ場所として、施設の充実を少しでもはかれたのだと思います。 

プロジェクトリーダー：鹿島孝夫 


